
カナダ日食 一 グラッドス トーンでの観測一

足 立 潔 史

1979年 2月 26日 のアメリカ 0カ ナダ日食に日本からも、アマチュア天文家の人々が数

多く観測に参加した。個人的に観測をした人っあるいはグループで出かけた人、とさまざまで

あろうが、 ここではカナダのマニ トバ州グラッドス トーンに遠征 した 13名 のグループが体験

した日食の概要について報告する。

〔彦舞  カロ  理彗  〕

日本各地より集まつた 1

夫.小池田洋子、佐藤浩、

つた。

3名 のメンバーは、関口俊夫、松山広史、寺田康、岡村修、中村幸

森田勝、天野明、松枝直美、山下俊樹、前田行雄の各氏に足立であ

〔旅 行 計 画 〕

旅程は成田よリサンフランシスコ.カ ナダのエ ドモントンを経 由 して、ウィニペグヘ飛びっ

ゥィニペグより陸路グラッ ドス トーンに入 り、 日食観測後は,ア リゾナ州まで南下 して、バ リ

ンジャー隕石孔、 ローウェル天文台、キット0ピ ーク天文台 を見学する 9日 間の日程であつた。

〔観 測 計 画 〕

複数人員による協同観測は今回特に企画 されなかつたので、各自個別の個人観測となつた。

それぞれの観測内容は以下のようであつた。

3 0 0ππ望遠 レンズによるコロナのカラー撮影

5 0 0ππ望遠 レンズによるコロナのカラー撮影

60■7φ経緯台によるコロナのカラー撮影及び食分のスケッチによる白道の記録

5 0ππφ赤道儀及び 6 0 0ππ望遠レンズによるコロナのカラー撮影及び 8 ππ撮影

1 3 5ππレンズによる外部 コロナの偏光観測及び 8割撮影

合成  /=8 0 0ππによるコロナのカラー撮影

180鰤レ ンズによるコロナのカラー撮影

5 0ππφ簡易経緯台によるコロナのカラー撮影

6 0ππφ簡易経緯台によるコロナの偏光観測
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足 立

双眼鏡による眼視観測

4 0 0ππレンズ赤道儀同架にょるコロナのカラー撮影

双眼鏡による眼視観測

報時及び双眼鏡による眼視観測

〔観 測 地 〕

マニトバ州はほとん ど起伏のない大平原地帯であるので、町より離れると一面の白い雪野原

が地平線 まで続いてぃた。見通 しの良い場所はいくらでもぁるのだが、観測の為の足場 とゝ寒

さから逃れる設備 と、 さらに街路灯などの光が無い場所 とぃぅ条件で、グラッドス トーンの町

の周辺 を探索 した結果、町 より南方約 8kπ のグラッ ドス トーン飛行場を観測地 と定めた。 こ

こには地元カナダのオタヮから来たグループ、ァメリカのデ トロィ トか ら来たグループ、その

他約 50名程のアマチュア観測家が集 まつた。

〔気 象 〕

前日の 2月 25日 は終 日雲の多い空模様で、薄 日はさすもののはっきりした雲の切れ間はな
かつた。夕方西の空の雲が高くな り夕焼けに染 まって見えた。夜になるとすっか り晴れ上 り、
星空 とオーロラの饗演 を見る事ができた。

日食当日は朝から晴れてはぃるものの、無風状態の為ァィス・ フォッグで太陽は霞がかかっ

たように見えた。気温は比較的温 く、深夜で-18℃ 、観測時は-9℃から-12℃ でぁった。
太陽高度が上っても、微風状態 (北の風 12以下 )の ままで、太陽は大気中の水蒸気が凍 うて
キラキラ光るダィアモン ド●ダス トに滲んだような光を放 つてぃた。 この大気の散乱は写真撮
影に悪影響 を及ぼ し、おそらくこの為にシ ャドー・ バン ドも確認 されなかった。大気の散乱 と
雪原の反射光で、皆既中は思いの外 明かるかった。

〔時 亥J〕

時刻は コロラド州、フォー ト・ コリンズからのWWVを 10MHzで 受信 し、水品発振のデ
ジタル時計で監視 した。 このWWVの 10MHzは 皆既中もほ とんど舌Lれず高感度で受信でき
スこ。

グラッドス トーンはほぼ食の中心線上に位置し
てぃた為、米海軍天文台の予報から比例計算

によって求めた局地予報と観測値は、観測誤差の程度で良く一致 していた。
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第―接触    9h34m41s(LOCAL TIME)

第二接触  10h44m37s

食  甚  10h46m02s

第二接触  10h47m27s

第四接触  12h00m57s

皆既継続時間    2m50s

〔食の概要 〕

コロナの形状は極大型に近 く、極方向にもかなりの広が りが見えた。ストリーマーの出かた

は活発で複雑な構造を程 して見え、全体の コロナ象 を歪めた形に していた。

プロミネンスは東縁,西縁 ともにかな り大 きく飛び出 し、肉眼でも鮮かに認められた。前述の

ように大気の散乱が多く、やや滲んだようなコロナであつたが、見事なものであつた。

皆既中の星野については、やは り散乱光の為.空が明かるく、金星 を認めただけであつた。

気温は統計的平均値 より約 10C高 く、食中の最低気温は-12Cで あった。 しかしそれで

も、低温の為、シャッター・ スピードの狂いや、モーター 0ド ライブ装置の トラブル、テープ

レコーダーの回転遅れ等、予想は していたものの、準備不足で実際に起きた問題点もいくつか

あつた。

最も傑作な失敗例は皆既中にサングラスをかけたままで外すのを忘れ、暗い暗いといつてい   :|■

た人であった。

あの見事なコロナをサングラス越 しに見ていたとはっ随分 もつたいない話である。
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